
 

 

 

 

 

 
 

私たちに身近な薬。正しく使っていますか？ 

正しく使ってこそ薬の効果が出るものです。 

今月は薬の正しい使い方のポイントをお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～10月は薬と健康の週間～ 

知っておきたい薬の知識 

ヘルシーライフサポートプロジェクト Gotsu（健康医療対策課） 

まずは、説明書を読みましょう。 

自分の身体の中に入っていくものです。薬によっては特に注意を要する

事項もありますので読んでから使用するくせをつけましょう。 

飲み方に関する３つの注意点 

① タイミング 

 

食前：胃に食べ物が入っていないとき 

   （食事の 1時間～30分前） 

  食後：胃の中に食べ物が入っているとき 

       （食事の後 30分以内） 

  食間：食事と食事の間（食後 2時間後が目安） 

    ＊食事中に飲むことではありません。 

  就寝前：就寝する 30分くらい前 

  頓服：発作時や症状がひどいとき 

 

②量や期間 

量を多く飲んだからといってよ

く効くものではありません。副

作用や中毒があらわれることも

あります。 

健康食品やサプリメントの摂りす

ぎにも注意！ 

 

③飲み合わせ 

 

    🌸【一緒に飲むことを避けた方がよい組み合わせ】🌸 

    ・ワルファリン（血を固まりにくくする薬）と納豆やクロレラ食品 

    ・カルシウム拮抗薬（高血圧の薬）とグレープフルーツ  

    ・眠気防止薬とコーヒー、エナジードリンクなどのカフェインを含む飲料  など 

（決められたタイミングで飲まないと効

果がなかったり、副作用が生じます。） 

（複数の薬を使用している場合、飲み合わせが悪いと、薬が効き過ぎたり

効果が得られないことがあります。） 



 

 

 

 

       

 

 

ヘルシーライフサポートプロジェクト Gotsu（健康医療対策課） 

保管は適切に！ 

・湿気・日光・高温を避けて保管しましょう。 

・使用期限のチェックも忘れずに！ 

・誤って使用しないように、食品、農薬、殺虫剤など

とは分けて保存しましょう。 

お薬手帳の活用をしましょう。 

自分が飲んでいる薬の情報をひとまとめにすることで、薬の管理が 

できたり、医師や薬剤師から適切なアドバイスがもらえます。 

また、災害時なども避難所へ持参するようにしましょう。 

薬を飲み忘れたときは・・・ 

２回分をまとめてのんではいけません。 

飲み忘れに気づいたら、すぐに飲むようにしましょう。ただし、次に飲

む時間が近づいている場合は、その分は飲まずにその次からいつものよ

うに飲みましょう。 

 

薬によっては飲み忘れの対処法が異なることがありますので、飲み忘れ

の対処について薬剤師や医師に聞いておきましょう。 

副作用に注意！ 

薬を使用して異常を感じたら、すぐに医師や薬

剤師に相談してください。自己判断で急に中止

すると危険なケースもあります。相談する時は

「何という薬を、どのくらいの量・期間使用し、どの

ような症状が出たか」説明しましょう。 

こんな症状が出たら医師・薬剤師に相談しましょう。 

発疹・かゆみ・皮膚や粘膜が赤くなる・胃痛・ 

発熱・だるさ など 


